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第４回 都心三宮再整備推進会議 

 

１．日 時  平成 30 年９月 18 日（火） 9：30～11：00 

 

２．場  所  神戸市役所１号館 14 階 大会議室 

 

３．出席者  委員 31 名、オブザーバー４名（敬称略） 

・地元組織代表 

  浅 木 隆 子          東   義 勝 

  清 水 俊 博          原 田 比呂志 

  古 川   勝          松 岡 辰 弥 

  三 浦 繁 男          森 本 真 弥 

  松 下 秀 司 

・市民代表 

       岩 佐 光一朗          玉 田 はる代（代理：森田） 

   ・交通事業者代表 

奥 野 雅 弘          中 村   聡 

       早 川 泰 正（代理：小山内）  原 田   大 

       山 川 浩 司          長 尾   真 

吉 川 紀 興 

   ・経済界 

       植 村 武 雄          髙 島 章 光 

       松 田 茂 樹 

   ・学識経験者 

  加 藤 恵 正          小 浦 久 子 

  末 包 伸 吾 

   ・行政機関 

  粟 津 誠 一          日 野 雅 仁 

       横 山 大 輔          原   辰 幸 

  山 岸   斉          飯 塚 功 一（代理：澤田） 

  廣 田 俊 彦（代理：正垣） 

   ・オブザーバー 

  阪 本 浩 之          多 田   初（代理：井上） 

       城 垣 敦 夫（代理：福島）   増 田   稔（代理：山本）  
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４．次 第 

  １．開会 

  ２．委員の紹介 

３．議事 

   （１）神戸三宮「えき ≈まち空間」基本計画の策定 

   （２）新たな中・長距離バスターミナルの整備に向けた雲井通５・６丁目再整備の 

      進捗状況 

   （３）現在の「都心三宮の動き」 

  ４．閉会 
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１．開 会 

 

○都心三宮再整備課長 

 皆様、おはようございます。本日は大変お忙しい中、お集まりいただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

 ただいまから、第４回都心三宮再整備推進会議を開催いたします。 

 私は本日、事務局として進行を務めさせていただきます、都心再整備本部都心三宮再整

備課長の清水と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 開会にあたりまして、委員の皆様に１点ご確認をさせていただきたいと思います。 

 本日は、報道機関より会議風景を撮影したい旨の申し入れがございましたので、議事に

入るまでということで、許可をさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

 ありがとうございます。ご異議がないようですので、撮影を許可いたしたいと思います。

報道機関の方は、議事に入るまで、撮影をしていただいて結構でございます。 

 それでは開会にあたりまして、神戸市都心再整備本部長の今西よりご挨拶申し上げます。 

○都心再整備本部長 

 皆さん、おはようございます。理事の今西でございます。本年度から都心再整備本部を

担当いたしております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 本日は、皆様大変お忙しい中、そして朝早くから第４回都心再整備推進会議にご出席を

賜りましてまことにありがとうございます。厚く御礼を申し上げたいと思います。 

 今日の会議では、３つ議題を予定してございまして、１つは「えき≈まち空間」の基本計

画でございます。それから２つ目は、「雲井通５・６丁目の再整備」の進捗状況のご報告を

させてもらいたいと思っています。そして現在の「都心三宮の動き」についてご説明させ

ていただきたいと思っているところでございます。 

 この「えき≈まち空間」の基本計画につきましては、既にこの会議で三度にわたりまして

皆様方にご議論をいただいてございます。そして、市民意見公募をさせていただきまして、

多くの意見をいただいてまいりました。それらを調整しておりましたけれども、本日計画

がようやく策定できるということになりましたので、今日ご報告をさせていただくという

ものでございます。 

 「雲井通の５・６丁目の再整備」につきましては、５月に事業主体となります「雲井通

５丁目再開発株式会社」を設立させていただきました。これは、もう地権者が全員出資を

していただいて設立をされたものでございます。そして、今後の事業化に支援をいただく

事業協力者の公募を行ってございましたけれども、この点については新聞紙上で皆様御承
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知のとおり三菱地所を中心とするグループに既に決定させていただいたというところでご

ざいます。 

 ８月には、国土交通省と神戸市の連名で国道２号等・神戸三宮駅前空間の整備方針を取

りまとめさせていただきました。これについては、いずれも詳しく後ほど御説明させてい

ただきたいと思います。 

 構想発表から時間が経過してございますけれども、ようやく本格的な事業実施の段階に

入ってきたと考えているところでございます。この三宮が、神戸の駅前の玄関としてふさ

わしい魅力的で快適でにぎやかな都心になるように、私ども今後とも精いっぱい努力をし

てまいりたいと思いますし、皆様方のご指導・ご鞭撻を是非ともよろしくお願い申し上げ

たいと思います。 

 なお、今日実はこの会議と市会本会議がバッティングしてしまいまして、私は会議を中

座させていただかなくてはならなくなりました。初回の参加で大変申しわけありませんけ

れども、ご理解を賜りたいと思っているところでございます。 

 最後になりますけれども、本日の会議に忌憚のない皆様方のご意見を積極的にいただき

ますようお願いを申し上げまして、簡単ですけれども開会にあたりましてのご挨拶とさせ

ていただきます。今日はどうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

○都心三宮再整備課長 

それでは、会議に入ります前に、お手元の資料を確認させていただきたいと思います。

まず、議事次第と会議資料につきましては、事前にお送りをさせていただいております。

本日、資料がお手元にない方がいらっしゃいましたら、おっしゃってください。よろしい

でしょうか。 

 あと、本日の追加の配付資料といたしまして机の上に置かせていただいていましたけれ

ども、委員等の出欠表と、あと先週の金曜日に公表いたしました平成３０年度連節バス社

会実験に関する記者提供資料がございます。あと、本日時間の関係でご発言いただけなか

った方にご意見をご記入いただく用紙も配付をさせていただいております。資料に不足が

あれば係の者におっしゃってください。よろしいでしょうか。 

 

２．委員の紹介 

 

 続きまして、本日の出席者のご紹介でございますけれども、時間の都合によりまして配

付しております委員等出欠表をもちましてご紹介にかえさせていただきたいと思います。

ご了承ください。 

 それでは、議事に移りたいと思います。大変恐縮でございますけれども、ここで理事の

今西は次の公務のため退席させていただきます。 
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（今西理事退席） 

○都心三宮再整備課長 

 それでは、ここからは加藤会長に進行をお願いしたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

○会長  

皆様、おはようございます。どうぞ今日もよろしくお願いいたします。今西理事のほう

からもお話ありましたけれども、３回を終了して、皆さんの議論の成果ということで、あ

るいは市民の皆さんからのご意見を集約する形で今回この基本計画が取りまとめられたと

いうことでありますので、今から説明いただきますけれども、忌憚のないところでご意見

をさらに賜ればと思っております。 

○都心三宮再整備課長 

 すみません。これで報道機関の撮影を終了したいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

３．議 事 

（１）神戸三宮「えき≈まち空間」基本計画の策定 

（２）新たな中･長距離バスターミナルの整備に向けた雲井通５･６丁目再整備の進捗状況 

 

○会長 

 そうしましたら、お手元の資料の議事１と議事２、１のほうは神戸三宮「えき≈まち空間」

基本計画、２のほうは雲井通５・６丁目再整備の進捗状況でありますけれども、２つまと

めて事務局のほうからご説明いただきまして、後ほど皆さんからご意見いただくというこ

とにしたいと思います。では、よろしくお願いいたします。 

○都心交通担当課長 

 都心再整備本部都心交通担当課長の北田でございます。私のほうから議事（１）の神戸

三宮「えき≈まち空間」基本計画の策定についてご説明させていただきます。 

 お手元の資料２－１をご覧ください。まず「１．策定スケジュール」でございますが、

前回３月３０日の第３回都心三宮再整備推進会議の場で、基本計画案に対する市民意見募

集結果についてご報告させていただきました。その後、基本計画の案を修正させていただ

きまして、本日基本計画としてご公表させていただくものになります。「２．主な変更箇所」

でございますが、市民意見などを踏まえまして基本計画をよりわかりやすいものとなるよ

う、主に図や文言の修正等を中心に行ってございます。具体的には、例えば１つ目の内容

としまして、空間・交通・景観３つの視点につきまして「えき≈まち空間」をどういった空



 

- 6 - 

 

間にしたいのか、また交通をどう処理するのか、景観はどうするのかといった基本的な考

え方の部分と、それを実現するための今後の取り組みといった部分に構成を分けてござい

ます。また、市民の皆様から特にご意見を多くいただきましたユニバーサルデザイン、あ

るいは自転車の考え方につきましては、その記述内容について充実させていただいてござ

います。さらに、特に交通につきましては、三宮クロススクエアの中にも駅へのアクセス

に必要な空間を確保することとしたこと、また現在の都心における自動車の交通特性、あ

るいは三宮クロススクエアについては段階的に整備を進めること、また各段階において必

要となる周辺の交通対策などをよりわかりやすく説明する内容に変更してございます。後

ほど少し詳しくご説明いたします。 

 続きまして、資料２－２をご覧ください。「えき≈まち空間」基本計画の概要についてご

説明させていただきます。まず１ページ目の基本計画策定の背景と目的でございますが、

三宮にある６つの駅とバス乗場を１つの大きな駅と捉えて、その駅と街をつなぐ神戸の象

徴となる新しい駅前空間として「えき≈まち空間」を創出することといたしました。この「え

き≈まち空間」において行政と民間が一体となったすばらしい空間づくりを進めていくため

にも、官民共通の具体的な目標像とその実現に向けた取り組みを示すことを目的に、基本

計画を策定するものでございます。 

 また、「えき≈まち空間」や三宮クロススクエアの位置づけ・役割につきましては、「えき

≈まち空間」の構成と特性、中ほどになりますが、そこで３つ記載してございます。まず１

つ目が、駅と駅をつなぐということで、各駅の改札からの乗りかえ動線をわかりやすく、

また移動しやすくするとともに、新たなバスターミナルや駅前広場の整備によってバス乗

場を集約し、交通拠点としてのわかりやすさを向上させます。 

 ２つ目が、「えき」と「まち」をつなぐということで、地上における人と公共交通優先の

空間、三宮クロススクエアが現在自動車のための空間によって分断されている「えき」と

「まち」をつなぎます。 

 また、３つ目ですが、神戸の玄関口をつくるということで、三宮クロススクエアと三宮

交差点を囲む４つの外部の民間開発が、互いに向き合う一体的なデザインとすることで、

新たに神戸の玄関口にふさわしい空間を創出してまいります。 

 ２ページ目をお開きください。「えき≈まち空間」の基本的な考え方につきまして、空間・

交通・景観の３つの視点でまとめてございます。まず空間でございますが、「えき≈まち空

間」では行政が中心となって整備する道路や広場といった公共施設と、周辺の民間施設の

ピロティや通路といった公共的な空間と合わせて一体的な公共空間として調整を行い、整

備を進めてまいります。また、三宮クロススクエア、駅前広場、新たなバスターミナルな

どといった公共施設につきましては、行政が中心となって整備を進めてまいります。 

 続きまして、交通でございますが、民間施設の開発などとも合わせて見通しのよい通路
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やエレベーター・エスカレーターを配置するなど、駅から駅への乗りかえ動線の改善を図

っていきます。また、三宮クロススクエアを核に、「えき」から「まち」へ地上レベルの回

遊性の向上を図ってまいります。さらに、バスやタクシーの乗降場の集約などによる公共

交通の利便性の向上、また駅前広場の再編・拡充などによる自動車の駅やまちなかへのア

クセス向上を図ってまいります。 

 ３ページ目でございますが、景観につきましては特に「えき≈まち空間」における景観形

成に求める要素としまして、主に低層部における公共空間と「まち」とのつながり、また

高層部における解放感とゆとりを感じる空間、高質で穏やかな建築物のデザイン、三宮交

差点を中心にした新しい神戸の玄関口としての顔づくりといった事柄に取り組んでまいり

ます。今後、基本的な考え方に基づきまして、公共空間・建築物・夜間景観・屋外広告物

について、景観デザインコードを策定してまいります。また、今後の取り組みといたしま

して、多様な関係者の協働による公共空間の利活用、管理運営を行うエリアマネジメント

に取り組んでまいります。 

 ４ページ目の、都心における交通体系の考え方につきましては、最も大きく変更した箇

所になりますので、資料２－３基本計画の本編でご説明させていただきます。 

 資料２－３の２５ページをお開きください。「えき≈まち空間」、三宮クロススクエアなど、

歩行者中心の街の実現に向けて、自動車交通マネジメント、歩行環境の向上、公共交通な

ど多様な交通手段の確保といった３つの件において、それらを踏まえた総合的な交通体系

を構築していきます。 

 ２６ページでございますが、現在の都心における自動車交通の特性を示してございます。

都心における自動車交通量ですが、この１５年間でおよそ３割減少してございます。今後

もこの傾向が続くと考えております。また、都心の主要道路、特に東西の中央幹線におき

ましては、都心に用のない通過交通が半分近く流入していることがわかります。 

 続きまして２７ページでございますが、こうした状況のもと、都心を通過する交通の円

滑な処理、また都心に用のある交通のアクセス向上、自動車交通から公共交通への転換に

取り組んでまいります。 

 ２９ページをご覧ください。三宮クロススクエアにつきましては、段階的に整備を進め

てまいります。具体的には第一段階としまして、三宮クロススクエアの東側について２０

２５年をめどに車線の減少を進めてまいります。また、この時期におきましては、新たな

バスターミナルの１期整備が完了してございます。また、第二段階としましては、三宮ク

ロススクエア東側の完成、駅へのアクセスのための空間は残ることになりますが、これを

２０３０年めどに進めてまいります。この時期には、新たなバスターミナルの整備が完了

し、また広域道路ネットワークとしまして、大阪湾岸道路などの供用が行われている時期

と考えてございます。その後、具体的な年次はお示ししておりませんが、将来像として三
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宮クロススクエアの完成というものを目指してまいります。 

 ３０ページからは、各段階において必要となる周辺の自動車交通対策をまとめてござい

ます。第一段階におきましては、新たなバスターミナルの整備などに伴い、三宮東交差点

の改良、あるいは歩行者デッキの整備などの対策が必要と考えてございます。 

 また、３１ページの第二段階におきましては、外周道路の自動車交通量が増加するとい

うことで、一部の交差点で渋滞解消に向けた交差点改良などの対策が必要と考えてござい

ます。 

 これら、第一段階・第二段階における課題としまして、クロススクエアを実現するため

の交通対策などについて現在交通管理者・道路管理者とまさに協議をさせていただいてい

るところでございます。 

 最後に３２ページでございますが、三宮クロススクエアの完成段階につきましては、現

時点で実現のための現実的な対策がお示しできない状況でございますが、目指すべき将来

像の実現に向け、自動運転やＡＩなどの技術革新、あるいは人口の増減など社会情勢の変

化を見据え、必要な対策を引き続き検討してまいります。 

 ３３ページ、３４ページには、歩行環境の向上、あるいは公共交通など多様な交通手段

の確保として現在取り組んでいる施策や、今後取り組む施策についてお示しをしてござい

ます。 

 交通について少し詳しくご説明させていただきましたが、神戸三宮「えき≈まち空間」基

本計画についてのご説明は以上でございます。 

○再開発担当係長 

 続きまして、議事の（２）新たな中・長距離バスターミナルの整備に向けた雲井通５・

６丁目の再整備の進捗状況につきまして、都心再整備本部再開発担当係長の山崎でござい

ます。ご説明させていただきます。 

 それでは、資料３－１をご覧ください。雲井通５丁目再開発株式会社の設立についてで

ございます。 

 まず「１．設立経緯」をご説明させていただきます。今年の２月より、神戸市、神戸す

まいまちづくり公社、サンパル地権者代表からなる発起人が中心となり、定款作成や株式

割り当てなど会社設立に向けた準備を開始いたしました。４月には発起人の出資振り込み、

地権者から株主募集を行い、５月１５日に再開発会社の創立総会を開催、５月１６日付で

再開発会社の設立登記が完了いたしました。 

 「２．概要」についてでございます。会社の名称は、雲井通５丁目再開発株式会社でご

ざいまして、都市再開発法に基づく市街地再開発事業の施行者となる非公開株式会社でご

ざいます。 

 代表取締役には神戸すまいまちづくり公社の鳥居代表理事、所在地は雲井通５丁目３－
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１サンパルビルの７階に事務所を設け、資本金は５００万円、発行株数は１００株でござ

います。 

 次に「３．出資状況」ですが、今回株主募集を行ったところ、雲井通５丁目の地権者２

２名全員に出資をいただくことができました。出資割合は、神戸市が５１株、神戸すまい

まちづくり公社が１５株、兵庫県が３株、その他地権者１９名で３１株、合計１００株と

なっております。その考え方につきましては、地積割合に応じて出資を行うことを基本と

しつつ、発起人及び兵庫県を除いたサンパルの地権者が１権利につき１株取得できるよう

割り当てたものでございます。 

 今回設立した再開発会社の「４．対象エリア」でございますが、図の赤枠に示すとおり

１期の雲井通５丁目の街区を対象としております。資料３－１の説明は以上です。 

 続きまして、資料３－２－１をご覧ください。雲井通５丁目地区再整備に係る事業協力

者の募集開始についてでございます。新たなバスターミナルの整備を予定しております雲

井通５丁目では、地権者の皆様の出資により５月に再開発会社を設立したところですが、

市街再開発事業としての事業化を検討するため、このたび再開発会社では技術的なサポー

ト等をいただける事業協力者を募集いたしました。 

 「１．事業協力者に求める協力内容」の①から④にありますとおり、事業協力者には再

開発会社の運営支援や事業計画の作成支援といった内容を行っていただく予定であり、２

の（１）応募者に関する事項のとおり、市街地再開発事業等に関する一定の実績を有する

とともに、信用力・資力・財務体力の基準に該当するなどの参加資格要件を満たすほか、

２の（２）提案に関する事項のとおり、１期を対象にコンセプトや全体構成など再開発事

業の推進に向けた提案、事業協力に関する実施体制などに関する提案を求めました。 

 続いて、裏面の「４．主なスケジュール」をご覧ください。６月２５日より募集要項の

配布を開始し、８月６日に公募受付を締め切りました。８月下旬に選定委員会を開催し、

９月１１日に選定結果の通知及び公表を行いましたので、引き続き内容についてご報告さ

せていただきます。 

 資料３－２－２をご覧ください。雲井通５丁目地区再整備に係る事業協力者の優先交渉

権者及び次点交渉権者の決定についてでございます。今回の募集には２グループよりお申

し込みがあり、「３．選定に関する委員会」のとおり、神戸大学の小谷名誉教授を委員長と

して、学識経験者等から構成された６名の委員によりまして、応募者から提出された書類

等の審査を行いました。その結果、１及び２のとおり三菱地所株式会社グループが１５０

点満点中１２２．８点、森ビル都市企画株式会社が１１６．２点となり、再開発会社とし

て三菱地所株式会社グループを事業協力者の優先交渉権者に選定することといたしました。 

 選定されました三菱地所グループの提案概要をご紹介いたしますので、資料３－２－３

をご覧ください。タイトルは、『「つなぐ」～神戸を世界とつなぐ、未来へつなぐ、次世代
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の都心創造プロジェクト～』といたしまして、その下に「つなぐ」をキーワードとした４

つのテーマで提案を行っております。 

 まず、歴史を未来へつなぐでございます。世界的建築家の坂茂氏を設計監修に迎え、培

われてきた神戸のまちとにぎわい・風景をつなぎ、リーディングプロジェクトにふさわし

い品格と継続性などの計画形成を図り、新しい神戸のシンボルをつくることを提案してい

ます。 

 次は、多様な都市機能をつなぐでございます。ビル全体として３２階、延べ床面積約１

０万平米程度を想定し、上層部は神戸を代表するフラッグシップオフィスを中心とした構

成としつつ、ホテルやビル基壇部の屋上庭園を中心に、スカイライブラリーやビジネス支

援機能、ホテルラウンジ等を集約した知のリビング、またバスターミナル及び待合空間を

核に、観光機能や商業機能など神戸ライフの魅力の詰まったにぎわい拠点であるばす≈まち

空間等との相乗効果により、国内外から企業・人を神戸に呼ぶことを提案しています。ま

た、「街のにぎわいをつなぐ」として、バスターミナル等の都市のジャンクションに集まる

人の流れを知のリビングにつなぐため、施設内の多様なアクティビティに触れながら上部

に人の流れを誘導する吹き抜け空間―バーティカルパサージュを間に設け、にぎわいを引

き込む立体回遊の仕掛けの創出を提案しています。 

 最後に、「価値をつなぐ」でございます。三菱地所・三菱倉庫・神鋼不動産等により万全

の協力体制を整えて、再開発会社に必要な人材や資金を提供するなど、事業協力に取り組

むほか、将来的に自ら保留床を取得するとともに、権利床、保留床を一体運用し再整備ビ

ルの魅力を中期・長期にわたって維持・向上することとしています。合わせて、再整備ビ

ルの魅力を周辺につなぐようエリアマネジメントにも取り組むことを提案しています。 

 以上、提案の概要を終わります。もう一度資料３－２－２をご覧ください。今、ご説明

させていただきました提案は、あくまで募集要項に基づき応募者側が作成したものであり、

そのまま実現されるものではありません。これからその提案をもとに再開発会社、地権者

とともに事業計画等を策定していくことになります。また、資料裏面に記載のとおり、優

先交渉権者に対しては通知に合わせて「４．さらなる検討を求める主な事項」のところに、

例えば、他都市にはない神戸の顔となるようなシンボルかつランドマーク性の高いデザイ

ンとなるようにすることなど、４項目について今後さらなる検討を求めていきたいと考え

ております。 

 続きまして、資料３－３をご覧ください。８月１４日に公表しました国道２号等神戸三

宮駅前空間の整備方針についてでございます。このたび、国土交通省と神戸市では、国道

２号等神戸三宮駅前空間の整備方針を取りまとめ、連名で発表いたしました。裏面以降が

公表内容となります。裏面及びパワーポイント、１枚目の図にありますとおり、三宮駅周

辺における中・長距離バスの乗降場が６つに分散している・駅から街へのつながりが弱い
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といった課題に対して、国と市が連携して中・長距離バスターミナル整備によるモーダル

コネクト（交通結節機能）の強化や国道２号周辺の交通円滑化、魅力的な駅前空間の整備

及び街の回遊性向上などの取り組み、民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官・民

連携で事業計画等の具体化を進めることによって三宮駅前において、ひと・モノ・交通が

行き交う新たな港となるような未来型駅前空間の創出を図っていくという考えを示した内

容となっております。この整備方針の発表により、国道２号の管理のほか多様な交通網の

接続を強化するモーダルコネクトに取り組む国として、積極的に参画支援していただける

ことになりました。詳細については、これから国と市で協議・調整を行いながら具体化を

図っていく予定でございます。 

 資料の説明は以上でございます。ありがとうございました。 

○会長 

 どうもありがとうございました。そうしましたら、この議題１と２まとめてご説明いた

だいたわけですけども、どこからでも結構ですので、ご意見お願いいたします。議題１に

ついては、一応計画として完成したものを見ていただいたということになります。ご質問

でもコメントでも結構でございます。皆さん、いかがでございましょうか。なかなか最初

はご意見が出にくいところですけれども、いかがでしょうか。 

○委員 

 感想というか、今日の議事の範囲をちょっと超えてしまうかもしれませんけども、総論

的なお話をさせていただきたいと思います。 

とにかく計画がどんどん大きくなっていますし、書類上に落とした形を実行しなければ

もう意味がないと思っていますので、我々民間としてはアクセラレータとして支援できる

ように責任を果たしていきたいと思っております。 

今日も「えき≈まち空間」、クロススクエア、そしてバスターミナルビルのお話がありま

した。それから２号線の関係もありました。それぞれのプロジェクトがばらばらに動かな

いように全体を調整することは必要ですが、全体を調整した結果、どんどん進捗が遅れて

いくのでは話になりません。スピードアップして進めるという大前提でそれぞれのプロジ

ェクトをできるだけ進路調整をしながら、強力に推進していっていただきたいと思います。

ですから絵としてはバスターミナルビルができたときには、ここはこうなって駅前広場も

ＪＲの東口もできている。あるいはクロススクエアは通れる状態になっている、２号線の

出入りはこうなんだというようなことで同時期にそれぞれが生まれていくようによろしく

お願いしたいと思っています。要は、こうやっていろいろご報告いただくのは大変ありが

たいんですけれども、もうここまで来れば実務ベースで粛々とスピーディーかつステディ

に積み上げて進展させていただきたいと思います。 

偉そうなことを言いましたので、今度は我々の役割みたいな話になりますけども、やは
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りこういった都市基盤整備を基にしてそれぞれにプロジェクトが動いていくわけですから、

さらにかけ声を強めることも含めて、神戸の活性化に向けた活動を展開していく義務があ

ると思っております。 

それからもう一つは、例えば都心の話だけになってくるかもしれませんが、先ほどご報

告のあったエリアマネジメント、あるいはＢＩＤ、こういったところでやっぱりどういう

組織ができてそれに経済界としてどう答えられるのか。そういったことも我々の責任とし

てあるのだろうと思っているわけであります。 

それから最後に、ちょっと余計なことかもしれませんが、県のほうが県庁建てかえの絡

みで元町も含めていろいろ発表されておられたものだから、是非この都心ウォーターフロ

ント再整備でいろいろ研究されたことを、やはり県庁の建てかえ、あの周辺の整備、ある

いは元町の整備というものに反映させていただきたい。そしたら神戸市としては都心ウォ

ーターフロントという言葉の中に、県庁も山手というようなものも入れ込めたらいいので

はないかなと。特に山手として考えるときは、北野町から県庁として大倉山のほうに向け

て、本当の山手ですね。東西の山手というのも意識して、いろいろ意見交換をして、今回

のこの作業の成果を踏まえて、県とよくよく意見交換していただきたいと思いました。 

 以上です。 

○会長 

 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。皆さん。先ほども申しましたけど、

地元の組織の皆さんは大変たくさんいらっしゃいますので、お願いするのもなかなか難し

いですけども、是非とも何かコメントがありましたらお願いいたします。いかがですか。 

○委員 

 とてもすばらしい計画ができてうれしいですけど、何か三宮一点豪華主義になっている

ような感じがしまして、文化ホールにしても大倉山あたりからも動きましたら、あそこは

一体何が残るのだろうという、楠公さんぐらいしか残らないような場所になっていってい

ますし、ハードの部分はとてもいいと思うのですけど、もう少しソフト部分で足らない部

分を補うということを同時にやっていかないと、ハードができてからソフトが後回しにな

ると、やはり街が街でなくなってきますから。新幹線の新神戸駅のあたりからいかにこれ

を上手につなげないと、神戸の街は本当にインバウンドが来ても新幹線でポツンと降りて

何ひとつ本当の意味のアクセスができていない街ですから、もう少し道がないとかそうい

うことより生田川の上に蓋をして大きい幹線道路にしてしまって三宮につなげるとか、神

戸空港から新幹線を同じモノレールでうまくつなぐ方法とか、そういうものをしていかな

いと本当に三宮だけがよくなっても、周りには元町もありますし、新開地や北野町に参り

ましたら、何かポツッと三宮だけ輝いて、大げさですが、周辺が砂漠の村のようになるの

じゃないかという心配がございますので、そういう点を考慮していただいたらと思います。
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高齢化してきますし、子供が減ってきていますのはもうわかっていることですので、もう

少し高齢者対策も同時に三宮駅周辺でできるような形がいいではないかと思います。 

 以上です。 

○会長 

 どうしてもこの会議、ハードのほうが前面に出てきがちですけども、やはりソフトと言

いますか、エリアマネジメントとかＢＩＤの話は出ましたけれども、やはりこういう整備

されたものをどのように動かしていくのか。この次の段階なのかもわかりませんけれども、

あるいはこう議論と同時に是非とも議論を皆さんと一緒に積み上げられるといいなと思っ

ております。ありがとうございました。 

いかがでしょう。 

○委員 

 今いろいろと説明を受けまして、私ら古い人間としましてはすごく先進的に変わってい

くのだなということを思っておりますが、実は今説明を受けたことを十分にまだ理解でき

ていない部分もありまして、先ほどもお話がありましたように、ここだけがよくなるだけ

ではなくて、やっぱり周囲の神戸全体を結びつけられるようなことをちょっと考えていた

だかないといけないのではないかと。私は兵庫区ですけれども、兵庫区のほうでもいろい

ろ変化は今あります。また、それぞれの区でも変わってきていると思うのですが、やはり

そこらとうまくリンクできるようなことがないといけないのではないか。先ほど文化ホー

ルが、あの跡はどうなるのだと、前回私もその点でちょっと跡地をどうするのですかとい

う質問もさせていただいたのですが、やはりあれが抜けてしまうと大倉山周辺が何か穴が

開いたようになってしまうのではないかという心配もあるわけです。これは私たち兵庫区

の区民からもちょっと意見が出ておりますので、そういったことも何かの形で考えていた

だかないといけないのではないかなと思っております。 

 以上です。 

○会長 

 ありがとうございました。いかがですか。 

○委員 

 今、先ほど国道２号等神戸三宮駅前空間の整備方針についてということで、神戸市さん

のほうからございましたけれども、このモーダルコネクト（交通結節機能）を強化すると

いうことを非常に重要に考えておりまして、全国で言えば新宿それから品川とか渋谷とか、

関西で言えばここ神戸が最初の取り組みになろうかと思っています。高速道路ネットワー

クが 14,000km、大型幹線道路網がどんどんできていく中で、中・長距離バスをどう使って

いくかということがやっぱり利用者に対して本当に利便性のあるものにしていくかという

ことが、これからそのインバウンドを全国に広げていくとか、もちろん神戸に呼び込むと
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かも含めて非常に大事なことだと思っています。それも施策の取り組みの中でこういった

ことをきっちりやっていきたいと思っているところです。今回の都心三宮再整備推進に関

しましては、もともとの三宮の駅前はクロススクエアで閉じるというような大きな話があ

る中で、それは最終的にこれからどう交通の流れが変わっていくかとかということがわか

らない中で本当に段階的に整備をされる。最初から少しずつ整備をされて、将来的にまた

いろいろな状況を見ながら考えていきましょう。本当に一気に閉じてしまうということは、

本来そこに用がある人が来れないようにするようなニュアンスもあったのですね。この辺

をうまくまとめられているので、こういう形というのはなかなかいいのではないかと思い

ます。先ほどもお話がありましたように、インバウンドがなかなか大阪・京都・奈良に来

ていてなかなか神戸にも呼び込めていないという中で、本当にきちっといろいろな方にわ

かりやすい整備をすることで、呼び込む空間、よりよい空間をつくっていけたらなと思っ

ています。 

 以上です。 

○会長 

 ありがとうございます。学識の先生方で、ちょっと一言お願いいたします。 

○委員 

 どうもありがとうございます。今までのいろいろな議論が包括的に書き込まれているの

かなと思うのですけれども、やはり時間もたっております。現時点でさまざまなプロジェ

クトも動き始めているという中で、正直なところいろいろな建物が個別にいろいろな対応

をして建っていけばいいとは思うのですけれども、まだちょっとクロススクエア全体の空

間像がなかなか見えないかなという気がします。今後これが終わってすごく実務的なベー

スに入ってもう少し明らかになってくるのだろうとは思うのですけれども、先ほどデザイ

ンコードということが課題として取り上げられておりました。それとも関連して申し上げ

ますと、クロススクエアの背景となるのは建物ではあるのですけれども、その背景を計画

的に考えると、かねてから申し上げていますけど、景観とは基本的な配置と規模と機能だ

というふうに思うのですね。それらがクロススクエアに対していかに連携するかというこ

とが大事かなと。個別の敷地に個別に建っていくだけではなくて、クロススクエアという

ものと連結するものがあるわけですから、それに対してどう建っていくのかなということ

が重要だと考えますと、今回特に低層部の取り扱いというのが非常に重要ではないかと思

っております。逆説的に言えば、デザインコードで配置と規模と機能を決めたいわけです

けれども、そこはちょっと決めきれない。今の状況では。ということからしますと、少な

くとも低層部の取り扱いに関しては、特にクロススクエア直近の部分に関しては、しっか

りした空間像をもうちょっと描くことが課題ではないかと思っています。それは今いろい

ろなプロジェクトが動き始めていますので、何か計画をもう一回デザインコードしっかり
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考えて、こうしましょうということになかなか至らなくて、多分走りながら考えるという

ことになってくるのですけど、当面はやはりこのクロススクエアに関係する公共公益的な

施設に関しましては、しっかりとした議論ができるような場を設けていただいて、そこか

ら折り返しながら、事業を埋めるのではなくて、スピードアップをするんだけれども折り

返しながら、全体の空間像というものにもう一度折り畳んでいくというようなことを考え

ないといけないかなというのが、今私自身が感じている課題、私自身の課題として思って

いることです。 

 それからもう一つつまんないことでいきますと、今回道路の段階的整備ということで、

もちろんこれはこうあるべきだと思うのですが、この「えき≈まち空間」の最後にほかの街

の例がありますよね。３１ページとか３２ページとかの段階的計画では、何が言いたいか

というと、車道の部分の舗装が大事なのです。ほかの街を見てください。ここが本当のパ

ブリックスペースになるには、車が通るけれども仕上げがアスファルトであってはなかな

かクロススクエアにならないというのが、ここに挙げられている他都市の事例を見れば文

字どおりそうなっているなと思うわけです。そういう点では、もちろん第一段階でアスフ

ァルト、第二段階でもう少し優しく書いていただいていますけれども、やっぱりアスファ

ルトにしちゃうと道路だなと。ということは、先ほども言いました空間の連携のあり方が

一番景観的に大事なので、その空間が切れないような仕組みにする。それを一番担保する

のが床であり低層部であると思っていますので、そのあたりは今後のご検討の過程で留意

いただきたいなと思っております。 

 以上です。 

○会長 

 ありがとうございます。 

○委員 

 いろいろ検討を積み重ねられた結果だというふうには理解しています。いろいろなもの

がばらばらに動き始めていて、それをどのようにマネジメントしていくかというところが

これから一番大きな課題ではないかと思います。今日ご報告いただいた中でも、バスター

ミナル一つにしましても、再開発事業としての動き方と、これはバスターミナル部分です

ね。道路としてつくっていく部分がどのようにつながっていくか。あるいは、そのホール

の問題とか全てがばらばらに見えて、これで総合的な都市の空間として成り立つのだろう

かと、ちょっと危惧があります。ですので、一つ一つを動かしていくことはとても大事な

のですけれども、どこかで全体をマネジメントしていく。それを誰がどのようにするかと

いうのはこれからの課題だと思いますし、経済界あるいは民間も含めたエリアマネジメン

トであったり、何らかのマネジメントの仕組みというものがとても重要になってくるので

はないかなと強く感じたところです。 
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 もう一つは、三宮が神戸の中でどんな役割を担うのか。そういうところもやはり明確に

していく必要があると思いますね。その都心ウォーターフロントであったり、山手であっ

たり、そういった神戸を構造化したときに、その中で三宮の役割は何なのか。やはり玄関

として海と山をつなぐ、そういったところを明確にしていく。そのわかりやすさというも

のを支えているのは、やはり公共空間のあり方だと思います。民間と公共が一体になって

パブリックスペースを豊かにしていくということが大きな課題として、今回の基本計画で

明確に挙げるべきだと思います。そうすることによって、いろいろな動きをこのパブリッ

クスペースからマネジメントしていくということで、ソフトがかかわってくる余地が大き

くなっていくと考えます。ですから、そのパブリックスペースっていうのは敷地も一緒に

考えていかないとだめですし、道路も舗装を考えてくださいと言っているのも、これもパ

ブリックスペースとしての道路を考えてくださいというメッセージなわけですよね。そう

いう意味で、そのあたりをここで言うと空間計画のところだと思いますが、そこが余りに

貧弱な気がする。もう少しパブリックスペースとは何とか、そこで何を実現することによ

って三宮の山と海をつなぐような空間性、それがクロススクエアとして立ち上がってくる

というあたりを共有するということが、この２０年、３０年という長いスパンの事業をつ

ないでいく上でとても重要だと思います。ですから、この基本計画と同時に、そういった

長い時間をつないでいくための仕組みですよね。それはソフトなマネジメント的なものと、

それから都市計画というきっちりとした公共的な位置づけと、そういったものをうまく組

み合わせていくことでこの長い時間をつないでいく、そういったことを考えていただきた

いなと思います。 

○会長  ありがとうございました。皆さんからいただきましたご意見、また学識のお二

人から非常に的確なコメントをいただいたと思います。最後におっしゃいましたことです

けれども、空間的な展開、神戸の都心というのはモザイク状に非常に魅力的な空間をもと

もと備えていて、三宮だけではない。このあたりが非常に重要で、空間的なそういう方法

で連携と言いますか、ありよう、あるいは時間の流れの中でというふうにおっしゃいまし

たけども、そこがシームレスにちゃんと流れていくこと。さらにプロジェクトの間。最近

では地域施策ではコーディネーションポリシーという言葉をよく使いますけれども、こう

いう空間・時間・プロジェクト間のコーディネーションと言いますか、これがやはりこれ

から大変重要になってくるだろうということを皆さんにご指摘いただいたと思います。そ

れと、事業のスピードアップと言いますか、やはりこういう拙速はもちろんいけないです

けれども、しかし今までも流れはものすごい早く動いています。失われる利益というのは

やはり大きいわけで、それでは事業をやはりスピードアップしていく。スピードアップし

ていろいろな動きがあるということが、起業家にとっても起業家マインドを刺激して、そ

こにまた投資が行われるという構図が神戸に出てくるだろうと思っています。 
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 ありがとうございました。そうしましたら、今日はお時間の関係もありますので、もう

次の議題のほうに移らせていただきたいと思います。 

 議事３であります。現在の「都心三宮の動き」ということで、事務局のほうからご説明

よろしくお願いいたします。 

 

（３）現在の「都心三宮の動き」 

 

○都心三宮再整備課長 

 それでは、都心三宮再整備に関する最近の動きとしまして、４点ご説明を担当部局のほ

うからさせていただきます。 

 まず１点目が、新・神戸文化ホール整備基本計画策定の進捗状況について、文化交流課

のほうからご説明いたします。 

○文化企画担当課長 

 市民参画推進局文化交流課担当課長の川畑でございます。私のほうから新しい神戸文化

ホール整備基本計画策定の進捗状況についてご報告させていただきます。 

 前回、第三回の推進会議では、新しい神戸文化ホールの整備に向けて検討委員会を設置

し、ホールの機能や規模、コンセプト等の検討を行うなど、幅広くご意見をお聞きしなが

ら新しいホールの整備基本計画を策定していくことをご報告させていただきました。本日

は、この基本計画策定に向けた進捗状況として、今年６月から８月にかけて開催されまし

た検討委員会での検討状況と、その中で示された基本計画のそのあとの概要についてご報

告させていただきます。 

 資料につきましては４－１－１で、基本計画の素案、資料４－１－２に８月２２日に第

３回の検討委員会を行いましたので、その議事録をつけております。本日はご説明につき

ましては前方のスライドでさせていただきたいと思いますので、前方のスライドのほうを

ご覧ください。 

 まず、検討委員会の開催状況でございますが、６月６日の第１回検討委員会におきまし

て、この基本計画の構成案や整備場所・規模・機能・仕様等についてご議論いただきまし

た。その後、７月１１日の第２回、また８月２２日の第３回の検討委員会では、本日配付

しております基本計画の素案についてご議論いただきました。ホールの規模や機能・仕様

等については、もう少し議論が必要であるということで、また日程調整中ではございます

が、１１月ごろに第４回の検討委員会を開催し、現在基本計画の素案としておりますもの

を基本計画の案としてまとめていく予定でございます。なお、各検討委員会の終了後には、

会議の資料と議事要旨を公開し市民意見募集を行うなど、広くご意見をいただきながら進

めているところでございます。 
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 続きまして、基本計画の構成ですが、まず初めに、基本計画の位置づけや新しいホール

が目指す機能・役割といった整備方針をお示しした上で、２点目、３点目のところにあり

ます事業や管理運営の考え方を整備しております。 

 ４の施設計画のところでは、整備する施設の基本性能や主たる機能所室、具体的には客

席であるとか舞台・楽屋といった所室などについて整備するとともに、施設計画に当たっ

ての留意事項等をまとめていく予定でございます。 

 ５の整備手法及び整備予定地、６のスケジュールにつきましては、雲井通５丁目、６丁

目の再整備事業と市役所２号館の再整備事業、それぞれの事業計画と調整を図りながらま

とめていく予定でございます。 

 また、最後の章では、施設整備に向けた今後の検討課題として、現在の文化ホールから

の継続性への配慮やホール間の連携ができる制度の検討などについて整備し、まとめてい

く予定でございます。新しいホールが目指す機能・役割につきましては、これまで文化ホ

ールが担ってきた市民主体の芸術文化活動の促進などに加え、４点目のところにあります

多様な人材が交流し、街のにぎわいを生み出す空間と経済波及効果の創出、５点目のとこ

ろになります神戸の個性を発揮することによる選ばれる街の実現、そういった新しい機

能・役割とともに６つの柱でまとめております。 

 施設計画における基本性能の整備のところでは、現在検討しております大ホール機能と

して客席数１，５００席以上の音楽利用から舞台芸術・集会利用などにも対応できる多目

的ホールを、また中ホール機能として客席数７００から９００席程度の音楽専用ホールを

検討しております。これに加えて、また後ほどご説明ありますけれども、中央区の新たな

文化施設として整備するホール機能として、客席数５００席程度の音楽利用から舞台芸

術・集会利用などにも対応できる多目的ホールについて検討を進めているところでござい

ます。これらのホールの客席数や機能・仕様等につきましては、先ほども申し上げました

ように引き続き検討委員会でもご議論いただきながら、基本計画（案）としてまとめてい

く予定でございます。 

 新しい神戸文化ホールの整備基本計画の進捗状況につきましては以上でございます。 

○都心三宮再整備課長 

 続きまして、２つ目でございます。新中央区総合庁舎整備基本計画につきまして、区役

所課よりご説明いたします。 

○区役所庁舎整備担当課長 

 行財政局区役所課の上田でございます。私のほうからはお手元の資料の４－２、新中央

区総合庁舎整備基本計画、また前のスライドと合わせましてご説明させていただきたいと

思います。 

 前回の推進会議では、現在バスターミナルの整備予定地にございます中央区庁舎を現在
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の市役所本庁舎３号館の場所に建替え移転し、また同じくバスターミナルの予定地にござ

います勤労会館、あるいは現在区内にございます葺合文化センター、生田文化会館といっ

た施設の機能からなる、新たな文化施設の中の機能のうちの会議室もしくは特定目的室と

いった機能を合わせまして、新中央区総合庁舎として整備する方針であることをご報告さ

せていただきました。 

 前回の会議以降、この新中央区総合庁舎の基本的な考え方につきまして、基本計画の案

として取りまとめまして市民意見の募集を実施いたしまして、７月に基本計画を策定いた

しました。そして、現在はこの基本計画に基づきまして設計に着手し、より具体化に向け

た検討を進めていっているというような状況でございます。 

 まず、新中央区総合庁舎の施設計画の概要でございます。お手元の資料でいきますと８

ページ、９ページあたりでございます。施設といたしましては、現在の３号館と同程度の

規模、延べ床面積で申しますと約１万８，０００平米程度。高さが地上１０階、地下１階

程度を想定しております。その中で、建物の２階からおおむね７階程度までを中央区役所

とし、その上層部に新たな文化施設の会議室・多目的室を配置いたします。また、１階に

は新たな文化施設の多目的ホールを配置し、地下は駐車場ということを想定してございま

す。また、現在さんちかのほうから地下道で直接つながっております市役所２号館につき

ましても、現在建替えの検討を進めているところでございますが、この２号館側とこの新

中央区総合庁舎との行き来につきましても、利便性の高いアクセスについて検討していき

たいと考えてございます。 

 また、１０ページから１２ページのあたりにございますように、整備にあたりましては

地震など災害にも強い庁舎であること、あるいは省エネで環境に優しい庁舎であること、

そして全ての方にとってわかりやすく利用しやすい庁舎であることということが重要であ

ると考えてございます。 

 続きまして、新区役所の施設内容でございますが、資料でいきますと１３ページ、１４

ページでございますが、まず区役所は区民の皆様への行政サービスの拠点となりますので、

引っ越し関連手続などワンストップで可能な総合窓口の設置、あるいは十分な待合スペー

ス、プライバシーへの配慮など全ての来庁者にとって快適で安心できる窓口環境を生み出

していきたいと思ってございます。また、区民の地域活動や交流の拠点としての地域活動

コーナー、あるいは情報発信等を行うスペースの設置を検討してまいりたいと思っており

ます。加えて、今後の社会変化と災害等にも柔軟に対応できる区の行政拠点としての機能

を維持できる庁舎を目指したいと考えてございます。 

 引き続き、新たな文化施設につきましては、また文化交流課のほうから説明申し上げま

す。 

○文化企画担当課長 
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 文化交流課担当課長の川畑です。私のほうから新たな文化施設のほうのご説明をさせて

いただきます。資料につきましては基本計画の１５ページをご覧ください。中央区庁舎と

一体的に整備する新たな文化施設につきましては、先ほどご説明がありましたように勤労

会館・葺合文化センター・及び生田文化会館の機能を合わせたものであり、中央区民・市

民の皆様の文化活動・地域活動等の拠点として整備してまいります。 

 主な機能として、さまざまな芸術や生活文化に関する講座等を開講するなど、区民の文

化活動・地域活動・生涯学習活動等の拠点としての機能や、就業を支援するプログラムの

実施など、勤労市民の福祉向上のための拠点としての機能などを確保します。 

 資料１６ページをご覧ください。主な施設内容としては、大・中・小の会議室を２０か

ら３０室程度配置するとともに、美術室や音楽室などの特定目的室を各１から２室程度配

置いたします。また、１階の部分にはさまざまな用途に使用できる収容人数２００人から

３００人規模の多目的ホールを配置するほか、エントランス付近には明るく気軽に訪れや

すい雰囲気のロビーやフリースペースを設ける予定でございます。 

○区役所庁舎整備担当課長 

 今後は、この基本計画の考え方に基づきまして設計を行いまして、引き続き、設計、工

事と進めまして、平成３３年度の完成を目指して取り組んでまいりたいと考えてございま

す。 

 新中央区総合庁舎整備基本計画についての説明は以上でございます。ありがとうござい

ました。 

○都心三宮再整備課長 

 続きまして、３つ目の内容でございます。税関前歩道橋の設計競技の実施について、未

来都市推進課よりご説明いたします。 

○未来都市推進課長 

 企画調整局未来都市推進課長の若松でございます。税関前歩道橋 設計競技（コンペ）

に着手いたしましたので、私からは、その内容についてご説明させていただきます。 

 資料４－３を配付させていただいておりますけれども、前面のスクリーンでご説明させ

ていただきたいと思います。前方にありますけれども、神戸は古くから街と港が近いにも

かかわらず、赤で線を入れておりますけれども、国道２号によってその両者が分断されて

いると。いわゆる分断感というのがございまして、これをできれば解消したい、緩和した

いというのがこの趣旨でございます。 

 模式的に挙げておりますけれども、上が北側、下が南側になります。近年、南側新港突

堤西地区の再開発、これについては、平成２３年に「港都神戸」グランドデザインを作成

して以降、再開発の動きが本格化してまいりました。 

 一方では、三宮の動き、今日もございましたクロススクエア「えき≈まち空間」というの
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がございます。その間に、ちょうど国道２号があるということで、フラワーロードに沿っ

て今後クロススクエアから南側にずっと移っていって、市役所の庁舎の建て替えもござい

ます。さらに南側に行きますと、東遊園地の再整備もありますので、それを越えて南側に

行くにはこの税関前の歩道橋の動線の改善をしたいということでございます。回遊性の向

上と書いておりますけれども、この両地区をつないでいきたいというのが趣旨でございま

す。 

 現況の歩道橋の課題を幾つか挙げさせていただいております。この左側の地図は南北逆

にしております。まず右側の絵でございますけれども、東遊園地からこの歩道橋を渡ろう

としたときには、この歩道橋が非常に狭くて勾配が急ということ。これも改善していきた

い。 

 あと、国道を渡る部分は非常に狭くて、左側の図面で右下、東遊園地からみなとのもり

公園、さらに南側のＫＩＩＴＯに行く際には、歩道橋を２回渡って行く必要があるという

こともございますので、こういったことも改善していきたいと思います。 

 渡った先でございますけれども、阪神高速がございますので、これをくぐり抜けていく

というか、これが非常に圧迫感がある空間でございますので、この歩道ができたのは昭和

５５年、ポートピア直前でございますけれども、その当時、臨港線という貨物線もござい

ましたので、こういう形状にもなっておりますので、今となっては少しは改善できるかな

と思っております。 

 歩道橋とは直接関係ございませんけれども、みなとのもり公園の桁下も暗いという課題

もありますので、このあたりも改善していけたらと思います。 

 いずれにしましても、阪神高速浜手バイパスがあって、南側に海があるという感じがな

かなか今現在ではありませんので、それを何とか改善していきたいというのが趣旨でござ

います。 

 このたびコンペということで着手しております。今申し上げた課題を解決するために、

できますれば今の歩道橋を全面的に架け替える再構築をしたいと考えています。コンペに

求めるものとしては、「渡りたくなる歩道橋」ということで、橋梁形式とか平面の線形につ

いて提案者側が自由に提案していただくような形で提案を求めたいと考えております。 

 コンペについては二段階の審査をしていきます。二次審査に進めるのは５者程度と考え

ております。 

 最後にスケジュールになりますけれども、９月６日から募集要項を配布しておりまして、

今も提案者を募っている状況でございます。一次提案については１０月下旬に審査いたし

まして、先ほど申し上げた５者に絞り込んだあと二次提案で１２月中旬に審査、年内には

最優秀作品の決定をしたいと思っております。今年度内に予備設計を進めまして、引き続

いて詳細設計、工事を平成３１年度以降に進めていきたいと思っております。 
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 以上でございます。 

○都心三宮再整備課長 

 続きまして４点目でございます。連節バスの社会実験につきまして、公共交通課よりご

説明いたします。 

○公共交通課長 

 住宅都市局公共交通課の竹本と申します。説明させていただきます。 

 神戸市では新たな公共交通システムの導入可能性の検討ということで、その一環としま

して昨年度の連節バスを走らせて実験という形でさせていただきました。昨年度開港１５

０年の事業の一環ということで、海フェスタというのがありましたが、それに合わせてそ

こへの交通手段という形でやらせていただいたのですけれども、今年度についてはこうい

った大きなイベントのありなしにかかわらずどういった運行ができるのかと、回遊性に効

果があるのかということを確認するという意味で、今年度も引き続き実験をさせていただ

きたいと考えております。今回は沿道の企業やそれから施設のご協力等いただきまして、

観光船の割引でありますとか、オリジナルグッズのプレゼント、あるいは施設の優待券と

いった特典をご用意いたしまして、連節バスはじめシンボル性のあるバスでウォーターフ

ロントを回遊していただくという企画としております。概要の目的もその辺を書かせてい

ただいております。 

 日程としましては、１０月の土日祝日の９日間を予定しております。運行区間につきま

しては、次のページにもあるのですけれども、三宮からウォーターフロントを循環すると

いうルートで、各魅力スポットと言いますかこういったところを結んでいくということで

考えております。昨年度に加えまして、今年度は新たにハーバーランド、それからポート

オアシスに新しいバス停を設けまして実施したいと考えております。 

 車両につきましては、絵があると思うのですけれども、ラッピングをした連節バスに加

えまして神姫バスさんのご協力もいただいて、スカイバスとか通常のバス、こういったも

のを織りまぜて１時間に２本程度のダイヤで運行したいと考えておりまして、この連節バ

スにつきましては、このデザインを公募いたしまして決定いたしました。選ばれたデザイ

ンですけれども、ポートタワーをモチーフに考えていただいた作品ということで、神戸の

デザイン事務所にお勤めになられている小野良太様という方の作品を採用させていただい

ております。運賃は昨年に引き続きまして大人１００円子供５０円という形にしておりま

す。 

 合わせまして、またアンケート調査で、料金でありますとか回遊性等々につきましてデ

ータを集めたいということにしておりますので、是非乗っていただきまして神戸の都心ウ

ォーターフロントをお楽しみいただくとともに、またご意見いただければと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 
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 以上でございます。 

 

○都心三宮再整備課長 

 以上４点、都心三宮の動きについてご説明いたしました。ご説明は以上でございます。 

○会長 

 ありがとうございました。そうしましたら、今ご説明いただきました現在の状況につき

まして、何かご質問等ありましたらいただければと思います。いかがでしょうか。 

 最後の連節バスについてちょっと一言コメントいただけるとありがたいのですけど。い

かがでしょうか。 

○委員 

 神戸市さんの計画に対しましてできるだけご協力をさせていただきたいと考えておりま

して、今回も２回目の実験を行うことになりました。今回スカイバスも土曜日だけですけ

れども、これも実施いたしまして、組み合わせ等々、これもいろいろと実験を行っていき

たいと思っております。ウォーターフロントの横のラインの交通がないということで、去

年からこの実験を行っておりますけれども、皆さん方も是非 PR の方をお願いしたいという

ふうに思っております。 

 以上でございます。 

○会長 

 ありがとうございます。他にいかがですか。 

○委員 

 先ほどクロススクエアのソフト面の充実というふうなこと、具体的な議論を始めたほう

がよいのではないかという意見がありましたが、私この計画の中にソフト面ですけれども、

子供に対する子育てに対する視点が今までは全く示されていないのではないかなと感じて

います。確かに高齢社会になってきておりますけれども、神戸市としては内外に向けて神

戸市は若い世代を引き込みたいという大きな目的というかそういう芯があると思うのです。

特に中央区の事情につきましては、以前は過疎化と、ドーナツ化というふうなことで、真

ん中の中央区には子供が少なくなって、大規模な学校の統廃合を行ってきておりましたが、

今現在は中央区において子供の数が、児童数が非常に増えてきております。確かに小学校

も満杯の状態で児童館もいっぱいの状態なのですけれども、その抜本的な対策というのは

どうしても土地がないというふうなことで、全く手がつけられないというのが現状なので

す。是非、バスターミナルの高層ビルの中に、例えばワンフロアで結構ですので保育であ

るとか託児所施設を設けるというふうなそういう考え方も持っていただければなと考えて

います。たくさんの駅が集まっているところですから、ここに大きいそういうふうな施設

があるということは働く若い方に対してすごく手厚いことにもつながりますし、また神戸
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市がこういう一番駅の三宮の再開発の中でそういうふうなものをちゃんと組み込んでいる

というふうなことは、市の内外に対しても強くアピールできるのではないかなと思ってい

ます。 

 以上です。 

○会長 

 どうもありがとうございました。いかがでしょうか。何かご意見ございませんか。 

○委員 

 ありがとうございます。話をずっと最初から聞いていまして、それぞれの立場が違いま

すので正しいことを皆さん方全ておっしゃっていると思います。ただ、やっぱりやるべき

ことと正しいことはちょっと違うと思いますので、これからの視点としてはやっぱり神戸

の市民の人たちにこの計画が認められるか。あるいは神戸市民の方たちがいい街になりま

すねっていう視点で物事を進めないと、先ほどあったように観光客とかインバウンドも大

切ですけども、住んでいらっしゃる市民の人たちのための計画だということが一番の視点

になってくると思います。その中でやっぱり経済効果という部分は、やっぱり市民の方た

ちも興味がある話で、ＧＤＰがやっぱり神戸市はまだ６番目の都市ですから、その辺でこ

の計画を進めて街全体が潤って経済効果がどこまで上がっていくのかというような視点も

多分必要だと思いますし、それから昨今で言うとやっぱり防災の部分、計画の中に一部入

っていますけども、もっとクローズアップして、関空の話とか今回の台風とか色々ありま

したけども、この計画を進めることによって今後起こり得る防災はもっとこうだよってい

うようなことで、少し市民の方にそういうご理解をいただけるようなコンテンツをもう少

し入れていただく。それから先ほどソフトの話もありましたけども、やっぱり駅前とか色々

な団体が集まって色々なことをやるっていう取り組みは、やっぱりグランフロントさんな

んかはゆかた祭りとかひまわり祭りということで、いろいろな街全体が一つのテーマで街

全体を動かしているというようなこととか、渋谷のスクランブル交差点で盆踊りをやって

４万人を集めたとか、そういったこともソフトとして今後我々も含めてですけども、進め

ていくべき案件かなと感じております。 

 以上です。 

○会長 

 ありがとうございます。 

○委員 

 皆様のご意見お聞きしていてお考えになられていることというのは大体一緒なのかなと、

お聞きしながら報告等聞かせていただいておったのですけども、ちょっと議論戻ってしま

うかもしれませんけども、私としては一つの視点として神戸の街の玄関口というふうな表

現をお使いになられているというところで、玄関口と言えば建物でいうとまさに玄関とい
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うところに当たる中で、そこに来られた方というのはその家の奥というのももちろん興味

を引くという視点もおありだと思います。これがいわゆる皆様がおっしゃられているソフ

トの充実ということに当たるのかもしれませんけども、その立派な玄関口の奥に見える、

その建物の奥というものに関して、どういう機関、どういう部署、あるいはどういう時間

軸で並行して検討していくか。これは私の個人的な意見としては、その段階的にじゃあ奥

も周辺整備していこうというものではなくて、やはり並行して進めるべきものなのかなと

いうふうな考えは持っております。そういったことは私のご意見としてちょっと一言お伝

えさせていただきたいと思います。 

○会長 

 ありがとうございます。 

○委員 

 まず、横断歩道橋の税関前の国道２号線がいつも邪魔するって言うのですけども、南側

に行く用事のあるときは皆行くのですよ。花火のときにはすごい人が国道２号線ちゃんと

渡って行っているわけで、この横断歩道橋を作ったからと言って南に行く人が増えるわけ

じゃないので、南に何があるかいうことが重要なことになると思うのです。今度は住友不

動産があの辺の再開発をやるということが発表になっていると思うのですが、そういうよ

うなことの中で、とてもいいものを作ってもなかなか使ってくれないではないかなという

ふうにちょっと心配しますが、本当にもう要らないものかと言えばそんなことではないの

で、要るものなので、せっかくやったらいいものを作ってみるのも一つかなという、そん

な感じをもちました。 

○会長 

 ありがとうございます。そうしましたら、コメントいただけますでしょうか。 

○委員 

 最後に資料４でいろいろ示された三宮をめぐるさまざまな動きですけども、正直言いま

して目くるめくプロジェクトがというか、今後のクロススクエアにとっての基幹的なベー

スの事業が一斉に動き出しているなということで、すごいなっていうのがまず率直な感想

ですけど、同時にこれのやっぱり最初も申し上げた、連携がどうなっているだろうという

ことが見えないのですね。ばらばらにそれぞれの担当部局で担当の方が一生懸命おやりに

なっているのはよくわかるのだけども、実はもうこの時点でエリアマネジメントが始まっ

てないといけないと思うのですよ。実は。その視点がこの中に全部欠けているのですよ。

要するに、企画調整じゃないけど総合調整みたいなところで、トータルで見るというよう

なことがないと、一つ一つの建物は個別案件で、例えば景観なら景観の審査はできると思

いますけれども、総合調整というのはその１と１を合わせて３にするという作業ですから、

それは今やらないとだめで、それはハードが行く前の、ソフトのエリアマネジメントが必
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要だと思うのですね。誰がというわけでもありませんし、複数の人間でもちろんいいと思

うのですけど、ちょっとこれは何ていうのかな。トータルに見るって言うそのエリアマネ

ジメントも誰が見るのかということも含めてそれもマネジメントだと思うのです。さあ、

エリアマネジメントやりますよっていうのでエリアマネジメント始めるわけじゃっなくっ

て、この時点で既にエリアマネジメントが始まっているというのは、ここに出ていますの

は全てパブリックスペースにかかわることですし、ここがどう先導していくかが今後の公

益的施設であるとか民間の施設を一つ誘導していく手がかりになると思いますので、是非、

先ほどコーディネーションポリシーという言葉がありましたけれども、どういう形で果た

して進んでいくのかって私はちょっとやや不安です。たくさん動いているだけに、精一杯

だと思うのですよ。よくわかるのです。よくわかるのですけども、ややそこに少しちょっ

と危惧をもちました。 

 以上、意見です。 

○会長 

 ありがとうございます。 

○委員 

 同じことの繰り返しになるかもしれませんけれども、最後３番目の現在の都心三宮の動

きということでご説明いただいたことと、１番目の「えき≈まち空間」基本計画とどう関係

しているのかというところが、市の中であるいは市民の中であるいは地域の中で経済界の

中でどう共有されているのかなというのが、すごく気になりました。一つ一つにも問題は

あるかとは思いますが、一個一個の問題はちょっと置いておいたとして、例えばさっきの

歩道橋一つとっても、それはフラワーロードからクロススクエア、駅前につながっている、

そういう流れの中であるものだと思いますし、そこを通じてウォーターフロントとつなが

る。先ほどウォーターフロントに魅力がなかったら人は渡らへんって。そのとおりだと思

いますし、逆にそういったものをつなぐというパブリックスペースとしてのフラワーロー

ドがどんな軸になっていくのかっていうのが、クロススクエアをどうつくっていくのかと

直結している問題だと思うのです。また、ホールの話とか区役所の話が出ましたけれども、

それはバスターミナルも含めて３つのホールができるというお話があったかと思います。

それをつなぐのもやっぱりクロススクエアなのですよね。このクロススクエアの端にいる

わけですよね。つまり、そこの広場に面してホールをつくるという見方ということもでき

るわけです。でも、そんな意識ほとんどゼロですよね。説明の中では。恐らく、クロスス

クエアを位置づけていくという中でも意識されていなかったのじゃないかと思うのですよ

ね。３つのものをどうやって分担しながら１つのものとして使っていくかというのは、ホ

ールにかかわる人たちにとってはとても大事なものとして議論されているっていう話もお

聞きしていますし、そういったとこにクロススクエアの広場的機能であったり、パブリッ
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クスペース的機能だったり、そこにお店が出ていてホールが終わった後に使えてそれが次

の小さい所とつながっているとか、そこで練習するとかですね、色々なつながりを１つの

空間としてつくるっていうことがパブリックスペースを整備するという大きな役割だと思

うのです。もちろん機能的なこととか使い方もあるけれども、そういうふうにエリアをつ

ないでいくときの手がかりとしてどうきちんと計画していくかということ。そういう意味

で言えば、区役所は居留地の中に立つわけですよね。居留地のルールとそれからその前に

ある２号館とフラワーロードとクロススクエア、これ全部つながっているわけです。じゃ

あそれをつなぐパブリックスペースって何なのだろうって考えると、低層部のつながり方

とかは意識するべきだし、しなかったら公共としてつくる役割ないじゃないですか。民間

なら仕方ないですよね。敷地ごとに収益考えていかなきゃいけないから、それはもう仕方

がない。ある程度仕方がない。だけれども、その民間の人たちと一緒に三宮をつくってい

きたいというならば、自らやっていただきたいと思います。 

○会長 

 ありがとうございました。今日は短時間だったのですけれども、大変皆さん貴重なご意

見をいただいたと思います。事務局のほうも是非とも計画ができましたけれども、本日の

ご意見を踏まえて計画を実現していただければと思っております。 

 そうしましたら、事務局のほうにお返しいたします。 

○都心三宮再整備課長 

 会長、委員の皆様、本日は大変貴重なご意見をいただきましてまことにありがとうござ

いました。なお、本日お伺いできなかったご意見等につきましては、お手元に配付してお

ります用紙にご記入の上、事務局宛てにファクスまたは記載のアドレスまでＥメールをい

ただくなどの方法でお届けいただきますようお願いいたします。 

 それでは、最後に都心再整備本部都心再整備部長の中原よりご挨拶をさせていただきま

す。 

 

４．閉 会 

 

○都心再整備部長 

 部長の中原でございます。今日は貴重なご意見をたくさん頂戴いたしまして、誠にあり

がとうございます。全部お答えはできる時間もございませんでしたが、例えば我々この４

月から都心再整備本部という組織になってございまして、冒頭ご挨拶した理事が本部長と

いうことで着任しております。この意味は、いろいろな意味がございますが、１つは我々

が事業部隊だということも理事からもはっきり言われておりまして、今日のご意見の中で

もそういうご指摘もあったかと思いますが、一層意欲を持って進めていくということで、
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今日お集まりの皆さんとの連携も引き続きやっていくということでいきたいと思っており

ます。それから、どうしても三宮の話が中心になってしまいまして、そこばっかりではな

いのかというご指摘があるのも当然のことだと思いますが、これはまさに今日皆さんのご

議論にもありましたように、１５０万人都市の神戸三宮が玄関口だと。玄関口をきれいに

するということで、我々はその仕事をやっているわけですけども、玄関口だけをきれいに

してあとほったらかしということでは決してございません。三宮のことといいましても元

町の話もありますし、北野の話もありますし、新神戸の話もあります、ウォーターフロン

トの話もあります。たくさんのところとどうやってつながっていくか。そこでどうやって

回遊性を高めていくかということが、もともとのこの構想の、非常に大きなコンセプトで

もございますので、その点我々も忘れずに今後やっていきたいと思います。いろいろなこ

とがいよいよ動き出してきているということはお感じいただいたところでございますが、

同時にそれがちゃんと一体的に進むのかというご心配もお感じいただいたところで、私ど

もその辺を十分に注意して、それぞれ今日は担当からご説明をしているのですけども、当

然その話の中には我々も当然入ってやっているところでございますので、今日いただきま

したご意見を我々肝に銘じまして、これから進めていきたいと思っております。引き続き

いろいろご支援、ご理解いただきましたらありがたいと思います。どうも今日はありがと

うございました。 

○都心三宮再整備課長 

 それでは、本日はこれをもちまして閉会をいたします。次回の推進会議の開催につきま

しては、決定次第お知らせいたします。本日はどうもありがとうございました。 

 


